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	マダラサソリ毒液に含まれる殺虫性ペプチド

○坂井 暖，花井陽介，宮下正弘，中川好秋，宮川 恒（京大院・農）

	

	【目的】サソリの毒液中には、多数のペプチド性神経毒素が含まれており、その中には殺虫活性を有するものも知られている。日本においては八重山諸島などにマダラサソリが生息しているが、その毒液についてはほとんど研究が行われていない。マダラサソリはButhidae科に属するが、その科に属するサソリの毒液からは昆虫に対して強い毒性を示す毒素が数多く発見されている。したがってマダラサソリの毒液にも同様の毒素が含まれている可能性は高い。そこで今回、マダラサソリ毒液の毒性試験や成分分析を行うと共に、毒液に含まれる殺虫性ペプチドの単離・同定をめざして研究を行った。
【方法・結果】マダラサソリを石垣島で採集し、25℃で飼育した。毒液は、サソリをピンセットで刺激し、パラフィルムに尾節を自発的に刺させることで採取した。得られた毒液は2%酢酸水溶液に溶解し、凍結乾燥後に－80℃で保存した。毒液を質量分析に供したところ、3000～5000 Daと6000～8000 Daの範囲に多くの分子関連イオンが検出された。また、雌雄間において、その成分に違いが見られた。コオロギおよびマウスに対する毒性試験の結果、コオロギに対する致死活性を示したことから、殺虫性成分の存在が明らかとなった。一方，マウス腹腔内に雌毒液100 gを投与しても効果が見られなかった。しかしながら、脳室内へ10 (g投与すると、10分以内に致死作用を示した。このことから、マダラサソリ毒液には、哺乳動物への毒性は低いものの，神経系に作用する成分が含まれていることが分かった。
毒液中の殺虫性成分を明らかにするために、雌毒液を水に溶解させ、これを逆相HPLCによって20の画分に分画した。これらのうち、3つの画分が顕著な殺虫活性を示した。この中から、含まれる成分数が最も少なく活性成分の単離が容易であると思われた画分を選び、さらに精製を進めた。その結果、分子量6352 Daの殺虫性ペプチドを単離した。このペプチドを還元・アルキル化処理しても分子量に変化は見られなかったことから，分子内にジスルフィド結合は存在しないことが分かった。





















































































































